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①①①①キムキムキムキム・・・・ジュユンジュユンジュユンジュユン    

 

が As One Communityを を ってお勧めすることができる  

 

- そこでの  

- そこでの と たち 

- そこから変 した  

- 今 の参加 達に 

- As Oneの 々に 

 

をしたかったので を考えている 、アズワンコミュニティで 験もして

もできる があるというのを った。それで 達と 緒に こうと って 4 のチー

ムを み、 に 発することになった。 単 な という動機に まった が

に大きい せを かれてくれることになるとは わなかった。 それでは、そこを 介して

見ようと う。 ちょっと感 な になるかもしれないが、 に感 になる機会をくれ

た 当に暖かいそこを感 で いて見ようとする。 

 

 

- そこでの  

 

こちらで たちの は大きく  は 験、 は観光、こういう つで り

っていた。 そして 間 間にコミュニティ会 である の 達の家に まったり、

を べたりする が基 に まれた だった。 なによりも、 めに 応するための

と わりに れのあいさつをする が与えられた。 のある が気に った。

 とてもささいな ではあるが、 到 した から働かなければならないのではないか

って では 、 の では覚 を決めていた に を いて を感じることが

できるようにしてくれた だった。 



 

* 験 1. 当  

 

たちは ずつ つのチームに かれた。 とイェビンが Aチーム、 インオクとウンソ

が Bチームになり、 たちAチームは 当 の を める にした。 実は はち

ょっと けたかったから に 当 を した。 総 9 間 をするのだが、 3ヶ で 

3 ずつ って をするプログラムだった。 が難しくはないかと う しの怖さがあ

るまま到 の翌 から を めた。 しかし が ったより 当 の は簡単だった。

 に 国でバイトを めようとすればなんだか からない怖さを感じたし、バイトをする

にも に緊 した だったが ( たちがしばらく滞在する 客だからかもしれないが)

 こちらの 囲気 が のある感じだった。 も を する はいなかったが 10

まで 達して売らなければならないお 当を全て り した。 めて を めたがす

ぐ 応することができた。もちろん の 達は間 いも 度かしたことを見れば 応 が

すぐれた のおかげかも れない。 ^^!? 談 ・ 気 だ。 の 達と はベント

で3 の 間だけもっと をした。そのように 6 間弁当 で をしたが ごとに

うが の 達と はどうしても も 多くて 慣れた なので つの で 気

に った だ。する はお 当に べ を めること、 すること、 達すること、

や を る だった。 達することもこちらあちら 変りな を する楽しさがあ

って弁当 で や を ることも 弁当に たちが えた や が べ になって

いることを見れば がいっぱいになることがある。弁当 で 感 かった 件は、

が 転 で の 達も乗せていったために が されて大変な があったが、その

も 転 で く って れがして をしに ったが が なかった。その 、ゆっく

りお茶飲みながら みなさいとおっしゃって、 が みながら ってできる をくださ

ったがすぐしようと ったら、いえいえしっかり んでからゆっくりゆっくりしなさいと

った。その 当に感 けた。 当に にしっかり んで を めるように気

りしてくださる が 当にありがたかった。 にパリッとするようにくたびれないで

をしなければならないような 囲気で をしていたが、 にしっかり むように い

やってくださって感 した。 

 

* 験 2. 農  

 

にほうれんそう収 、きれいにして するのをした。 たちはピーマン, 茄 及びハー

ブ をしたりした。実は を める には、 い冬の で をつけながら働くこと

は し 倒だという気がした。しかし、実 にほうれんそうを収 して見ると収 の び

みたいなことを感じることができた。 か と働きながらよく からないが がいっぱ

いになり、清浄さみたいなことが感じられたと うか、なによりもそのように をして



いた農 青年が で を ってよく見 ってくださったからもっと が楽しかった

ようだ。 めて をしに った 、 「今 は だから急にしなくても い。 ゆっく

りゆっくりしなさい」と ったお が の をもっと させてもっと にしたくなる

ようにした。農 も む 間があったがビニールハウス近くでたき をくべてさつま

いもとサトイモを焼いて べて楽しかった。 む 間に農 青年スバラシサン( たちが

けたニックネーム. はKobayashiさん)と し っている途 、東京で 89年 した

ということを った。この の に8 間東京 をしたから、どの都 が 気に っ

たかと いて見たら「ない」と、「東京は が い都 」と った。とても だった。

 かに東京は が んでいる 国や 都圏のように大都 だったし、スズカのアズワン

よりは がなさそうだそんな ではあった。「やっぱりこちらの 々は を してい

るな」という気がしたし、実はその はあちこちで できた だった。こちらの

の 々は かにどんな 果や結果 みたいなものより ・ との交 をもっと して

いるようだった。まず たちにそのように したからだ。 

 

* 験 3. ミッキーミート( ) 

 

ここで に働いてみた 達に、 を る をとても する を った いながら

も いおじさんが 営する だと いていた。実は は 国ではして見る考えをし

たこともないそんな なのに、ここへ来たおかげで が みて見るつもりさえしなかっ

た をして見るようになって かった。 はあんまり を扱うことに対しては拒 感

みたいなものがあったが、やってみたらすることができるようになった。ここでも をた

たくこと( らかくする過 )、 、 を えるなどの簡単な をした。 なお

じさんと働くことができて楽しかった。 

 

に と 達の感じたことは、 だから (そしてまた たちがしたいことが多くてあ

ちこち びにかよって、 々に会ったせいもある) が気 くなる はあったが 緒に働

く 々が大 きだったから だけは 当に楽しかった。 

 

*観光 

 

たちは ごとに観光をしたが 度の があった。そのうち 度はスズカに近い

大都 古 、 は伝 な都 、京都へ った。 度皆コウタさんとともに ったが、

コウタさんはこの 度の観光だけではなく、カラオケ、温 、ドンキホーテなど たちが

きたがる または って見れば い に ってくれた。 もおっしゃったが 当にエ

ンターテイメントを 当してくださった。そして 当に かった。 

 



* 度のホームステイ 

 

度はホームステイ、 度は家 交 で、 会の だった。 

 

*その たちによって じた しい たち 

 

- そこでの と たち 

（途中） 

 

②②②②ノノノノ・・・・インオクインオクインオクインオク    

 

に 当にありがたかったと し げたいです・・・ 

この を きながらコミュニティで しながら いた 記をまた してみたが、今度

で見て感じたのが 当に多かったです。 能 が で くことができなかった

内 も多いが が感じたことを しでも けようとします・・・ 

 

＜ ＞ 

めて をしたミッキーミートで、ミキトさんが った が 記 に残ります。

が が で、 している 、ミキトさんがゆっくりしなさいと、 度もしても い

と ったからです。 みの バイキングで働いたことがあったが、あまりにも しくて

うるさいキッチンでは到 ありえない状 でありました。それで、 国では「 く、 く」

を叫ぶが、 は うようだと し げたら、 でも めはあるもので がどんなかん

じなののか見て考えれば ら るようになってだんだん になる、とおっしゃってくだ

さいました。 く くは の であることです。 国で く くを叫んで には

気 きとセンスを 求する 国の は うのではないかと う気がしました。 

そして だったことは、 が国のプムアシ( け い?)をうかがうことができた です。

 お 当 にお さんたちが交 しながらいらっしゃって働く で、お金を けるために

に たという感じよりは、お いに けながら きて っているという感じがしたし、

な会 であり得る 等との葛藤などは見られなかったです。 

そして皆 にも 内で え間なく交 がつながっている を見られました。 たちが

ったことがないのに、 々が皆 かっている状 があったからです。 

で葛藤があっても、 な まりを じて くことができる 間を つことで 決に

なって争いが起きることがない 囲気が られていました。 

は大学に 学して みの 度にバイトをして来たからこのような が で ましい

ばかりでした。 国で は働く度に、なぜか からない さを って をしたからで

す。 によく見られなければならないようで、です。それで、 の が わってか



らは緊 がとけて頭は するまま を送り、また 勤する を り しました。も

ちろん も わないと います。しかしこちらは いました。コミュニティの がま

さにこのようなものではないかと う気がしました。 と を け継ぐ大 な道具で わ

れているという感じでした。 

 

交  

毎 毎 が交 だったしさまざまなことがあったが、 な経験があったから今度の As 

one コミュニティ 験がもっと くて かったようです。 記 に残ることは

の伝 楽器を学び、またチャング公 を発 したことです。大学サークルで 1年 り

学んだ な実 だから になったが、 の だけ 験して来るのではなく 国の

伝 を見せてあげたいという があってチャングを って くことに決 しました。 

その まではタイコを学ぶことができるとは考えてもみませんでした。しかしツネノブさ

んにタイコを学んだ は 当に かったです。 国とどこか ているが独 の があ

りました。 が し ったりしたが、たたく楽しさは同じでした。 よりタイコを 当

に きだというツネノブさんが 当に だったし、格 よかったです。 はまだチャ

ングがぎこちないだけだったが、今度機会を じてもうちょっと きになったようです。 

そして な の茶道を学んだのも でした。茶をもてなす が茶を する間待

つ はおもしろかったです。待つ 間までも気 りする を見られました。また、 を

りする にも の き を渡すなど過 つ つが に対する いやりで が

あることを りました。もちろんお茶もおいしかったです^-^ 

この にもホームステイをしながら ったり温 にも ったことが記 に残ります。 

また きたいです! にはもうちょっと を 強して・・・ 

このような交 があったから今度 がもっと記 に残ることができたようです。 へ

来る には単 に ぶ のみを ったし、 にある観光のみを ったが、今は観光よ

り をしながら過ごした毎 毎 がもっと楽しかったし記 に残ります。 い 々との

き いがあったからだと います。 

 

当にありがたかったしまた会いたいです^-^ 

 

 

 

③③③③ファンボファンボファンボファンボ・・・・イェビンイェビンイェビンイェビン    

AS ONE Community をしてから     -ファンボ イェビン 

  

共同 , communityという を だった 、 が同じ どうし まって しながら共

された として 緒に らす光景を頭の に いて見た。 い から の にお さん、 



お さんと たち家 とママ、パパの 家 が 家に まって むのではなく個

に しを てるが まって 緒に きて く を っていた。今 代には しくうちの

家 たちは紐帯が強いが、 国 会を きて きながら個 の やいろいろな と

との関係の が だと で感じたからだ。そしていつかは ず くしなければなら

ないし、競争をしなければならない大都 ではない、ものしずかで な で みたいと

いう があったし、その が なのを んでいた。 だが 岡のヒエダという で

あった の 囲気を れることができなかったからだ。そうだったから 験+共同

+観光というスズカでの 2 間経験はより のようだった。 

めて共同 介を けた はある 度 かっていた 実を で する だった。お

当 と農 、ミッキー-ミートを で見たし SCSセンターに多様な があって

驚いた。そして より RINKA 局があったが、実 に RINKAを う を わりまで見

られなくて しかった。そしてNakaiさんのお宅で昼 をしたが、 のかかったおいしい

べ に感 が に た。コミュニティのメンバーたちがよく ち寄って をする だ

と いた。 にプディングが きだった たちは でお いして を伝 けたりし

た。 

実 に をはじめてからはもっと多い 々に会った。 団 動家の研 告 を見

てコミュニティの が なのかわからないということが だったが、 告 で

した は の に く触れなかった。しかし実 に たちが会う 々に、「コミュニティメ

ンバーですか?」と した 、 かそうでないか答えにこまる 々がたびたびいると

いうのは 当に驚くべきことだった。その コミュニティの かそうでないかをぴった

り決めておくのではなく、 に に けて交ざることだという で け れられたか

らだ。 

アズワンでは 「大 だ」という 囲気があるというのを感じた。  20年を して来な

がら、いつもうまくやろうと、 間 いなしによくやりこなそうとぐっと緊 して して来

た。しかしこちらではどうしてもすべてうまくやろうと努 する でなく (もちろんおじゃ

まをしたのは し訳ないが) 実は間 いだらけである でも大 だという感じを けた。

国で をする く学ぶことができずに、 く になることができなければ競争で

はじかれて大変な 囲気の であった。(もちろん も同じだと う) しかし、アズワン

ではゆっくり学ぶ でも大 だという感じだった。 に 達が感 けたというミキト

さんが (はっきりと えていないが) 見て学ぼうと えば も くなることができると

いうお の は に の に残っている。 

より 験して見られなかったがサイエンズスクールでのセミナー、いつか機会があれば

ず参加して見たい。みゆきさんがサイエンズスクールでは と ・ ・ 会に対して

緒に考えるとおっしゃってくださった。 の を めること、 に な だと

う。今 むものなどが 当に らの に対して って した結 なのかから具 に

どのようにして かなければならないかと う大きい絵まで らをもうちょっと考え



て見なくちゃいけないと今 スズカでの を じて った。 

と との 気な関係というのを今 を じてもうちょっと かるようになった。コミュ

ニティ のメンバーたちとの関係を感じながら、 緒なので せだねと うようになった。

KobayashiKoichiさんが東京は の んだ 々がいる だと してくださったが、その を

いて、 実は も んでいることという気がした。しかし、スズカコミュニティの

々と勤めながら が 気になる感じがした。 

しかし、まだ りたい がたくさん残っている。単 な りたい つはミユキさんを

じて 決された。 団 動家 告 でアズワン農 で する農 を売るというア

ズワンの を見られなくて気になったが、ただ農 の にあるアズワンと 個の でアズ

ワン農 の を売るんだというのが かるようになった。しかし アズワンコミュニ

ティの であるサイエンズスクールや研究 はコミュニティが開 な 決まったメン

バーから を めることができることでもないようなのにどうして できるのかま

だ りたい。そしてセミナーが り つ や、アズワンコンパニーのおふくろさん 当

でも農 とか にどんな で られてどんな に 営されて くか りたい。アズワ

ンの システムではなくもうちょっと しい までどんなシステムが構 されて

いるのか かりたくなった。 

にコミュニティで会ったすべての 々に感 したい。Nakaiさんは たちにまだ い

してまた べたい においしいトロトロプディングゼリーと大学いもを わわせてくださ

って感 する。またEguchi さん に 待にあずかった は働いた だから間 いもた

くさんしてちょっといじけた で ったが、みなさんが暖かく えてくださって、 な

を して まで いてくれて 感も じて楽しかった。そこにおいしいオコ

ノミヤキと楽しい で せな 間を過ごして温 まで 緒にした記 は れることができ

ない。Motoyamaさん のお宅へ った はおいしいものも べて も交わして、 わり

はみんなで り で げをしたということは皆 れることができないだろう。そして

さんのオコノミヤキパーティーでは しい 々にもお会いできて、楽しい 囲気の で

おいしいビールを飲むことができた。みんな 待してくださって感 するだけだ。また、 

SCSセンターで茶道を経験するようにしてくださった と の 鼓を教えてくださっ

た 様にも感 する。 

しかし よりも 与 さん, セツコさん, ヒデコさん,宮 さん, ミユキさん, コウタさんの

おかげで せな ができた。セツコさんの のパンはまだ の にゆらめいて、 与

さんのその はまだ に残っている。高等学校 の に見かけから 動まで て

いる宮 さんは 当に のようにめんどうを見てくださって してくださった。

の も れていない。そして 国 を 強して たちと よく してくださった, た

ちが 故を起こせば処 するために しすぎた、 い 間を 緒に過ごしたミユキさ

んに 当に感 する。コウタさんは れる にも、いつも たちがしたい! と えばすべて

き れて たちのいたずらをすべて けてくれたりして、 でありがたい だ。 た



と 緒に 間を ったすべての 々はいつも のなかに残っていると思います。 

 

 

 

④④④④チェチェチェチェ    ウンソウンソウンソウンソ                               

1. の感 の大 さ&大 な 々との  

AS ONEと 緒にしたこの は多 で に大きい があった。 

の でもあって、 より、AS ONEとの が の悩みを 決してくれる大

な 間だったからだ。 

にみゆきさん、宮 さんと 緒にしてイ-ジンさんが 訳をしてくださった " たちの対

間"が 記 に残る。 

たちはこの 間を じて 段お いに えなかった 満と の などに対して し

た。 

この対 たちが今までこんな ができなかった が の感 を しないで の

感 を するのに だからだということが かるようになった。 

この みゆきさんが、 を して の感 を に することができるように

教 する が"サイエンズスクール"とおっしゃってくださった。この めて AS ONE 

の 々がどんな考えで、またこの団 がどんな団 なのか できた。AS ONEは より

の感 を大 にして、 の 価ではなく が満 することができる らしを い

求める だということだ。 

そしてこれだけでなく、 の に対して ったりした。 

の は に が苦しい 、 えずに隠すことだったがその が 「 が が

う に ける をして見たことがあまりないからほかの も のようだろう」という考

えのためだと うと った。その みゆきさんが、「 は にたくさん をすることで、

ほかの を けられるようになった」というお を ってくださったが、この は多く

のことを感じたようだった。そしてあらゆる をしながら AS ONEの多い 々が する

難関たちの 決のために多くの考えと努 をしているということを ってすごく

かった。 

この けた感 、真 な に対する は今までもまた今 とも の の燈 に

なっていくと じる。 

 

2.  & の そして楽しみ 

のように つで そうとする AS ONEは 当に がよくできるようだ。 

たちみたいなゲ ストをもてなしてめんどうを見てくださる の 与 セツコさん、

たちを 当してたくさん けてくれたみゆきさん、そして 転もしてくださって たちと

よく んでくださったこうたさん、宮 さん、 当や、ファーム、ミッキーミートで楽し



く の を する多くの AS ONE家 たちを見ながら感じることがあった。めんど

うがるそぶりもなくて、 己 よりは 動して皆の せを い求める らの が しかっ

た。 

そして また だったことがある。それはちょうど AS ONEの「 の と

楽しみ」だった。 に 国で農 やお 当 の は大きく を く ではない。 

それで に AS ONE 家 たちとこの をする にとても大きい期待をしたのではなか

った。 

しかし、そうではなかった。とても楽しかったし、 は多くのことを った。 の よ

りは がその を して楽しく、またまじめにその をする を見て、「やはり で

なことは、 の満 ・ の 、だな」と感じることができたからだ。 

に AS ONE 皆さん 

まだ い の に価 ある記 を与えた AS ONE家 たちとの い を は れるこ

とができないでしょう! 

AS ONEのように真剣ながらも単 ながらもすっきりした を したいです! 

が 大 だということ.! ( も大 だが) の に 感だった が で かるよう

になった教 です。 

AS ONEと 緒に した でもうちょっと が楽になりました!軽くもなりました! 

が、 けて 国帰って来て旧 を過ごし..のんびり んだためにメールも も.. まだ る

ができなかったですね りたい気 ちはやまやまだったのに。  

そのまま んでしまって・・・今 内に ず りますね。  

それではさようなら 

p.s 暖かい を してくださった AS ONEといっしょにこの を り ってくださった

ユサンヨンさんにも感 のあいさつ伝えます。 

 


